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AAAA    研修会アンケート集計結果のまとめ研修会アンケート集計結果のまとめ研修会アンケート集計結果のまとめ研修会アンケート集計結果のまとめ    

 実施内容は、今回作製されたテキストに沿って行われたが、研修６時間のうち約３時

間は実例の提示と、小グループに分かれての演習（実際のケースを提示しての症例検討、

問題解決練習、SSTの実施など）にあてられ、実践的な内容であったのが大きな特色と

なっている。演習では各グループを SSTの経験が豊かな講師が担当し、参加者が訪問を

行う上での日々の困難や課題などを丁寧に聞き取りながら、その困難への対処を話し合

い、必要に応じて SSTを行うことが試みられた。それぞれのグループでは、にぎやかに

ロールプレイを行ったり、意見交換する姿が見られた。なおテキストは研修会での経験

を踏まえて、さらに改定が行われた。 

 

研修会アンケ研修会アンケ研修会アンケ研修会アンケートのまとめは以下のとおりである。ートのまとめは以下のとおりである。ートのまとめは以下のとおりである。ートのまとめは以下のとおりである。    

１、参加者数は各研修会とも３０～５０名前後であった。これははじめての研修会の試

みであり、試験的な色合いがあったためと、小グループに分けての演習で各グループに

必ず講師を配置したためであった｡今年度の結果を踏まえて､研修内容､テキストなどが

洗練され、講師陣が経験を積むことで、より多くの参加者に研修会を提供できるものと

思われる。ただし、１か所での研修会の適正化参加者数や、講師数の割合は、十分検討

を要する。男女比はおおむね女性が多かった。年代は、30 代から 50 代のものが多かっ

た。 

 

２、職種は様々な職種が参加していたが、中では看護師が多いのが特徴であったが、精

神保健福祉士も多く参加していた。 

 

３、専門職種の経験年数は平均して 10 数年程度であり、訪問の経験年数は５年前後で

あった。 

 

４、所属施設は精神科病院からの参加者が多かった。 

 

５、今回の参加者がこれまでに行っている訪問においては、訪問の主な対象者精神障害

者（統合失調症、うつ病が中心）であった。 

 

６、今回の参加者が、実際に担当している症例数は、週当たり のべ 10 数件、１日当

たり数件程度であった。 

 

７、個別の訪問頻度・時間は、参加者によるばらつきが大きかった。 

 

８、ふだん行っている訪問での援助内容はさまざまであるため、個々のアンケートにあ
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たっていただくほかないが、生活全般の援助や服薬・症状管理が主体であったが、その

ほか、就労支援、医学的な管理の支援、家族支援などが広＜行われていた。訪問で行う

支援の内容は多岐にわたることが、改めて明確になった。 

 

９、精神科病院からの参加者が多かったために、援助のコストは多＜診療報酬で賄われ

ていた。 

 

１０、訪問する側かふだん感じている困難も、多岐にわたったが、服薬・症状管理や危

機介入と、利用者の対人的な課題への支援、家族や地域関係者への支援などが多く挙げ

られていた。また訪問する専門家の側の課題（アセスメントの技術が不十分など）も挙

げられていた。 

 

１１、今回の研修会の全般的な評価では、「とても役に立った」「まあ役に立が多数を占

めた。 

 

１２、研修会で SST が理解できたかどうかについては、「わかりやすかった」が多数を

占めた。 

 

１３、訪問を行う中で、今後 SST を使ってみようと思いか、という問いには、｢すぐ使

ってみたい｣もしくは、「機会があれば使ってみたい」という回答が大部分であった。 

 

１４、研修会の時間は、「ちょうどよかった」との回答がほとんどであった。 

 

１５、訪問の技術でほかに知りたいことについては、多様な回答が寄せられたため、個々

のアンケート結果を参照いただくほかないが、訪問のニーズが高まっており、項目８で

示したように支援内容が多様であり、それに伴い訪問を行う専門家の側で、技術不足を

多々感じるということではないかと思われる。本研修会で目指した、SSTを用いた対人

支援技術を訪問で取り入れる試みについても、本人への援助だけでなく、家族や関係者

への支援としてもニーズがあること、また例えば服薬支援にかかわる時の、本人の思い

を聞き、動機を引き出し、具体的な服薬行動の改善を目指すなど、専門家自身の対人支 

援技術のトレーニングとしても SSTは役立つことが考えられる。 

 

１６、研修会の感想や質問も、多様な意見が寄せられた。 

まず、研修会そのものへの肯定的な意見が多く寄せられた。「中身が濃い」「実践的で役

立つ」などの包括的な評価のほか､具体的な個々の要素について、評価するご意見が頂

けた。また研修会の中で強調された理念や考え方などについても、よい学習をしたとの

意見が多くみられた。ロールプレイの有用性に言及する意見も見られた。 
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 次に、研修会の内容や実施方法の改善を求める数々の貴重なご意見をいただいた。テ

キストの内容、構成、研修会の進め方などいずれも貴重なご意見であり、今後さらに研

修会をよりよいものにするために生かしていきたいと考える。 

 さらに、訪問や SSTについて、現場での実践経験を積んでいる方から、やはり貴重な

ご意見を頂けた。アセスメントの技術を深める必要性など、的確な指摘が数多くあった。

こうしたご意見を踏まえ、訪問支援、そしてそのなかでの SSTの生かし方について深め

ていきたいと考える 

本研修会の意義について触れるご意見も見られた。専門家同士の相互交流の意義など

も指摘された。また「研修を行う目的が SSTを行うことになってしまうのはどうか」と

いう重要な指摘もあり、あらためて精神医療・福祉・保健の領域で、訪問支援（アウト

リーチサービス）を広げていくことの重要性、そしてその技術を高めるために一要素と

して SSTを位置付けていくことが求められていると感じた。 

                             (池淵恵美) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年度障害者保健福祉推進事業（自立支援調査研究プロジェクト） 

報告書 

精神障害者への訪問サービスの援助技術の確立に向けた研究 

 

発行者  SST 普及協会 西園昌久 
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